
柔軟な働き方で家族との時間を大切に

〇リモートワーク制度
子供の看護や家族の介護をしながらでも働き続けられるよう、リモ
ートワークを積極的に活用しています。自宅で業務を行いながら、
家庭とのバランスを保つことが可能です。
〇時間単位有給休暇制度
1時間単位で有給休暇を取得できるため、病院の付き添いや学校行
事など、短時間の用事にも柔軟に対応できます。
〇時短勤務制度
育児や介護などのライフイベントに合わせ短時間勤務が可能です。
無理なく働き続けられる環境を整えています。

〈子連れ出勤OK〉

学校や保育所が急なお休みでも、会社を休む必要はありません。弊

社では 子連れ出勤 を可能としており、お子様をそばに置いて安心

して働けます。スタッフとのふれあいも生まれ、温かい雰囲気の中

で業務に集中できます。親が働く姿を見ることで、子供達は 仕事の

大切さや社会での役割を自然に学ぶ貴重な機会をとなっています。

令和6年度やまぐち働き方改革推進優良企業表彰 特別賞

株式会社ハクヨウ（岩国市・卸売業、小売業）

創業77年の歴史を持つ総合商社です。舶用・造船所・鉄工所・建築用品の販売、修理、製作を手掛け、豊富
なノウハウと実績を積み重ねてきました。現在では、船舶用品にとどまらず環境機械の分野にも進出し、お
客様の多様なニーズに応えています。また、社員一人ひとりに寄り添った柔軟な働き方を推進し、自由な発
想でビジネスを展開できる会社を目指しています。ハクヨウは、これからもお客様の「欲しい」に応え続け、
地域社会と共に成長していきます。

社員一人ひとりが主役

主な取組内容

外国人社員 長期帰国を実現

有給休暇や長期休暇に加え、海外からのリモートワークを組み合
わせることで、無理なく長期帰国を実現できる環境を整えています。
〇長期滞在中も安心のリモート対応
海外滞在中はリモートワークを活用し、現地から業務を遂行。会議
や打ち合わせ にもオンラインで参加し、業務への支障を最小限に抑
えます。
〇スムーズなスケジュール調整
帰国中も業務が円滑に進むよう、お客様のご理解 を頂きながらスケ
ジュールを調整し、万全のフォロー体制 を整えています。

〈実績〉2023年：1カ月帰国
2024年2月：3週間帰国 2024年11月：2週間帰国

多様な人材採用と育成への取り組み

〇 外国人採用
グローバルな視点を取り入れるため、2022年4月に外国人新卒社員
1名 を採用。多様性を尊重した職場環境づくりを推進しています。

〇 異業種からの中途採用を強化
2024年1月より、異業種からの中途採用を積極的に開始し、これま
でに 合計3名 を採用しました。
美容師 1名 トリマー 1名 その他異業種から1名
新しい視点やスキルを取り入れることで、社内の活性化と成長を目
指しています。

〇 SNSを活用した採用活動
2023年4月より、Instagramを活用したSNSキャンペーンを展開。
会社の魅力を広く発信し、採用活動の強化に取り組んでいます。

＜従業員声＞
子育てしながらでも柔軟に働ける環境が整ってい
ると感じます。
会社のサポートに感謝しています。

＜従業員声＞
家族で一緒に過ごす時間も、仕事をする時間も作れて、

大変良かったです。



企業概要

代表者 代表取締役 原田信幸

住所 下関市彦島福浦町2-24-8

TEL 083-266-5231

URL https://www.hky-e.com/​

従業員数 8人

DXによる生産性Up!

・クラウドデータ管理による業務効率化

すべての案件データをクラウド上で一元管理し、必要

な情報をいつでもどこでも簡単に検索できます。外出先

からでも最新の案件状況を確認できるため、お客様から

のお問い合わせにも迅速に対応可能です。チームメンバ

ー間での情報共有もスムーズになり、業務の進行状況を

リアルタイムで把握できるため、社内の連携強化にもつ

ながっています。

・ペーパーレス化の推進

FAXの送受信、見積書の作成、発注手続き、請求書の

発行など、あらゆる業務をパソコン一台で完結できます。

紙の書類を使わずに済むため、印刷コストの削減はもち

ろん、保管スペースの確保も不要になります。さらに、

出勤・退勤の打刻もスマートフォンから簡単に行え、オ

フィス以外の場所でもスムーズに業務を進めることが可

能となっています。

・自動化業務フローによる作業負担の軽減

複数の伝票作成、スキャンデータのアップロード、定

期的なレポート作成など、繰り返し発生する単純作業を

自動化することで、手作業の負担を大幅に削減できます。

自動化フローは業務内容に応じて柔軟にカスタマイズで

きるため、自分の業務スタイルに合った最適なワークフ

ローを構築可能です。これにより、単純作業に費やして

いた時間を、より付加価値の高い業務に充てることがで

きています。
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